令和7年度　第3回　鼓ヶ浦中学校区合同学校運営協議会実施報告書

１　日時　令和7年9月１１日（木）　１０：３５～１２：２０

２　場所　白子小学校　パソコン室　他

３　あいさつ　
・白子小学校学校運営協議会　副委員長　より
　本日はありがとうございます。委員長が欠席のため、代わりに挨拶をさせていただきます。
　本日はよろしくお願いいたします。
・白子小学校　校長より
　いつもみなさまからたくさんのご支援をいただき、ありがとうございます。
今日は本校の授業を見ていただいた後、お一人お一人から、学校がさらに良くなるようにお話をしていただきたいと思います。授業参観はそれぞれの階で、３～5分ほど設定して、各階自由に参観していただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

４　授業参観　（全クラス、見ていただく）

５　協議
（１）各校運営協議会より学校の状況説明
【白子小学校】
・通常学級に加えて、特別支援学級６クラス、通級指導教室2クラス、不登校傾向の児童が過ごせる教室、日本語を学べる国際教室、支援が必要な児童が学べるスマイル教室がある。
・地域の皆様からたくさんのご支援をいただいており、津波避難訓練では、交通指導もしていただき、白子中学校まで24分で行くことができた。
[bookmark: _GoBack]・児童支援隊の皆様からたくさんの支援をいただいており、登下校の見守りをしていただいたり、防犯
カメラの設置を検討していただいたりしている。
・学生ボランティア、図書ボランティア、環境ボランティアの方からも支援を受けている。
・たんぽぽ学童が将来的には校舎内に入ることについて検討されている。
・白子小学校地区にある公園のルールについて、こどもたちに周知している。
・いじめ等については、アンケート等を行いながら状況把握に努めており、保護者の皆様と連携しなが
ら、こどもたちの見守り等を行っている。
・教職員が長期欠席児童の家庭訪問を行い、保護者との連携に努めている。
・全国学力学習状況調査、みえスタディチェックの結果概要について報告。
・児童質問紙（6年）の肯定的な回答の割合が高い次の項目について報告。
　「自分にはよいところがあると思いますか」「将来の夢や目標を持っていますか」
　「人が困っているときは、進んで助けていますか」
・校区にあるクーリングシェルターについて、こどもたちや保護者の皆様に周知している。
・令和８年度は、白子小は北勢地区人権・同和教育研究協議会の研究発表校となっており、校区で人権
教育推進に取り組んでいる。

【鼓ヶ浦小学校】
・109名でスタート。児童数は減少傾向。10年は100名ほどで推移。
・外国につながる児童が全校の2割在籍。
・海がめに関する授業を実施。
・津波避難訓練　稲生小学校へ避難。全学年1時間以内に避難。
・初めての屋上への訓練。気づくことも多く、やってよかった。
・地域づくり協議会、子供を守る会、PTA、民生委員さんの支援が大きい。
・公民館事業「鼓・夢工房」があり、体験活動や夏休みの宿題への協力がある。
・今年度の運動会は、6年生が中心になって考えた種目を実施予定。
・修学旅行は10月22日（水）～２３日（木）に実施。
　来年度の実施は、児童数が少なく、旅館確保等の業者の対応が難しい。一人あたりのコストも高くな
り、今後の課題となっている。

【鼓ヶ浦中学校】
・３５１名でスタート。
・学校教育目標の説明。
・家庭、地域、学校の連携を大切にしている。特に凡事徹底を大切にしている。
・生徒支援体制として、国際教室、サポート教室、巡回通級教室（12名）を設置。
・学力については、国語は力をつけてきているが、数学は2極化している。理科は興味関心が高い生徒
が多いからか、夏休みの自由研究もよくできている。3名が三重県へ上がり、MieMuに展示されてい
る。ぜひ、見ていただきたい。
・学習生活アンケートより
　ポイント高い項目として、「自分にはよいところがある」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦する」
があり、生活課題として、「スマホの時間に歯止めが利かない傾向」が見られる。
・地域の支援として、登下校見守り、除草作業、自転車パンク修理、実習授業補助がある。
　地域の行事での生徒の活躍の場を提供していただいている。（地区のお祭り、ラジオ体操、お年寄りの
階）
・部活動は、運動部１１、文化部３（1年生の部活停止）、学校外５～6種目ある。今後、地域移行が進
み、R8年10月以降は、土日祝日の活動は行わないことになる。地域の人による地域クラブの立ち上
げとなるが、実際は教員が兼業届を出してやる場合もあり、課題はたくさんある。

（２）各委員より　
＊自己紹介後、授業を参観したり、各校の取り組み状況を聞いたりして感じられたこと、日頃から感じられていること等をお一人ずつ話していただく。
〇モニターでのダンス練習が斬新的で良かった。
〇こどもが減少している。小学生がいない自治会が増えてくる現状。大きなマンションができ、一部子ども増えているが、今後は建たないのかも。特に線路から海側が特に減少している。
〇運動場にこどもがいない。草が生え放題。なかなか外で遊ぶことができない状況だと、運動場の草もたくさん生えてくる。外で遊べない状況（熱中症警戒アラート）でこども達は可哀そうである。
〇校区でみなさんと、お会いできて、いろんな関係や相談できることができるので、1年に1回と言わず、4月ごろにこのような会を設けるとよいと思う。
〇小学生から中学生まで非常によく挨拶をしてくれる。特に部活動の生徒。とても良いと思う。
〇各学年の状況を見ることができ、こどもたちの成長を感じた。
〇支援員がたくさんいた。教育実習以外でも、大学生が来校できるといい。
〇小学校と中学校では、話が合わない場合がある。中学校のみ、小学校のみの会議もあると良い。教育委員会で検討してほしい。
〇ペットボトルキャップを集める運動は良い。それに関連して、アルミ缶のプルタブ集めもある。周知
してほしい。
〇パニックを起こしている児童がおらず、児童への支援のサポートも厚かった。トイレのスリッパ、掲示も整頓されており、落書き等ない。落ち着いている学校である。
〇どこの学校も雑草が大変。地域への協力依頼が必要ではないか。
〇あいさつの返しが少なくなったように感じている。これからも根負けしないように頑張っていきます。
〇地区の行事（盆踊り、ラジオ体操等）は、みんなで協力することが重要。今後ともお願いしたい。
〇この学校の卒業生。初めて全体を見て、懐かしく思った。特に中庭の池。子ども時代を思い出される。
　　　　　　小学校だからか、掲示は、やさしい簡単な日本語で表示されている。ソフトで居心地が良い。町でよくある掲示、例えば、「高台避難」等はシンプルだが、ちょっと角が立っている気がする。小学校では、優しい気持ちになれる。
〇つながりを常々大切にしている。今年度の夏休みのラジオ体操は25回。参加した子どもたちに今日、会えて、ニコッとしてくれた。つながれていたと思った瞬間である。
〇学生ボランティアはいつ、どうやって受けているのですか。
●希望があり、現在、2名のボランティア登録をしていただいている。
〇中学生のボランティアは自主的なのか。
●地域において先輩からのつながりがある。
〇校舎内が明るく、整理整頓がされている。建物は古いが、きれいに使っているという印象。
〇１クラスの人数が多くて教室がいっぱいだが、一人ひとりのロッカーも綺麗に整頓されている。授業も落ち着いていた。
〇他校の学校を見ると違いが分かる。学校は地域で見守られていると思う。
〇１クラスの人数が多いが、統制がとれている。
〇地域の運動クラブは、実力が二極化している現状があり、指導が難しくなっている。

（３）鈴鹿市教育委員会事務局　教育支援課より
・合同会議は、同じ校区で支援している皆様同士、顔合わせができてよい。「年に一度ではなく4月にも開催」とのご意見は、教育委員会へ持ち帰ります
・学校が違うと様子も異なるとありますが、同じ中学校へ行くので、みなさんでこの校区を支援して
　いただきたい。
・この校区は海に近いので、各学校で防災について考えている。今後は合同で訓練をされるのも良い。
避難場所では中学生が即戦力となることもある。また地域との協力も重要である。
・SNS問題。中学校だけでなく、小学生から使用する時代になっている。小学生のうちから、教育し、連携することが大切。
・地域のみなさんが、子どもたちを見守っている状況に本当に感謝。他校の様子を、自分の地区に取り入れ、良い方向に向けていただくことは、今回の会議を意味があるものにつなげていただくことなります。

６　終わりの挨拶（白子小学校　校長より）
みなさんからのお話は、本当に貴重なお話ばかりであり、とても参考になりました。ありがとうござ
いました。
　地域のみなさんからの助言で学校や子どもたちがどんどん良くなっています。今後ともどうぞよろし
くお願いします。
